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社会のあらゆる局面で役立つリスク管理の手法を、
金融・情報・生産・生活の4つの視点から学びます。

■社会システム科学部

Department of Risk Science in Finance and Management

金融・経営リスク科学科

1

POINT  1  

リスクマネジメントに
特化した日本で
唯一の学科です。

POINT  2  

グローバル人材の育成に
対応した「国際コース」
を設置しています。

POINT  3  

４分野のリスクを学び、
幅広い進路で
活躍できます。

学 科 の 特 色

企業や個人を取り巻くリスクを
マネジメントできる人材を育成します。

　企業が抱えるリスクは、相互依存の高まり、
グローバル化の中で年々高まっています。他
国で発生した金融不安や企業内部の情報漏
えい、製品事故などが挙げられ、また、個人
に関しても、日々の生活や環境問題など、同
様にリスクについて考えていくことが重要です。
　現代社会ではこれらのリスクを適切にマネ

ジメントできる人材が多方面から求められてい
ます。本学科では金融・情報・生産・生活の
4分野を軸に、文理融合型のカリキュラムを
編成し、併せて、グローバル時代に対応した
国際感覚を養うこともめざしています。ここで
身につけたリスクマネジメントの能力は、将
来、あらゆる場面で必ず役に立ちます。

リスクを
マネジメントしつつ
チャレンジすることも
大事です。山崎 晃教授



日本郵政グループ、千葉銀行、福島銀行、
大東建託、藍澤證券、ちばぎん証券、CAC、
永和証券、日産センチュリー証券、日本証券
テクノロジー、Ａｉｍｉｎｇ、千葉薬品、

アルゴグラフィックス、旭情報サービス、日栄インテック、クマヒラ、
インフォメーション・ディベロプメント、菱電エレベータ施設、福井電機、
日本ピュアフード、アドバンスト・アプリケーション、新潟サンリン、
富士テレコム、塚本總業、富士通パブリックソリューションズ、明治安田
システム・テクノロジー、しのはらプレスサービス、小出ロール鐵工所、
トータルシステムデザイン、デジタルリンク、ドコモ・データコム、警視庁、
千葉県警、千葉工業大学大学院、秋田大学大学院、静岡大学大学院、早稲田
大学大学院　他

主な進路
過去3年間／順不同

　109

金
融
・
経
営
リ
ス
ク
科
学
科

CHIBA INSTITUTE OF TECHNOLOGY

4

3

2

1.4. 金融分野を専攻する3つの研究室が
合同で行うゼミでは、投資シミュレーショ
ンを行う。　2.仮想市場で株式売買を体験
している様子。楽しみながら実践的な知
識が修得できる。　3.国際コース履修者
は、グアム大学に短期留学する。　5.情報
セキュリティについての専門知識はどんな
場面でも役立つ。

1 2
3
4

5

5

私 の 学 び 方

統計学を駆使して
生活雑貨の市場調査をしています。

　統計学を使って生活雑貨のマーケティング
分析を行っています。具体的には、どの商品
がいつ、いくらで、どれくらい売れたかなどの
売上データがまとめられているPOSデータを
活用した研究です。このデータから、売れて
いる商品の傾向や購入しやすい価格帯などの
市場調査を行っています。この研究同様、講

義も実学的なものが多く揃っていて、「金融・
経営リスクマネジメント実験」では、仮想投
資シミュレーションを通じて、実際の企業や
株の分析方法の理解を深めました。現在は、
こうした学びを生かしてファイナンシャルプラ
ンナーの資格取得に向けて勉強中です。

社会で役立つ
実学が
学べます！山中 亜梨紗さん　3年

［千葉県／県立柏の葉高等学校 出身］

金融分野
金融リスクを把握し、 
回避する手法を学びます。

情報分野
ネットワーク時代の 
危機管理術を学びます。

生産分野
安全・安心な製品づくり、技術や  
エネルギーのリスクを学びます。

生活分野
消費者・生活者を取り巻く 
リスクを学びます。
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 4年間の学びのステップ

 研究室 Pick up! 

食品添加物は本当に危険か？
社会に潜む本当のリスクを明らかにします。

　食品添加物というと健康への弊害ばかり注目されますが、腐敗
を抑え食中毒の発生率を下げるというメリットがあるのも確かで
す。食品添加物を使う・使わない、どちらにもメリットとデメリット
があり、どのリスク対策を優先するか判断しなければなりません。
しかし、判断するには情報の確実さを見極めなければなりませ
ん。科学的根拠が乏しいままに「危険」とみなされたものも本当
のリスクを見落としているものもあります。広い視野と多角的な
視点から物事の本質を追及し、判断材料となる情報の発信の仕
方、受け取り方について研究しています。科学的根拠が不確かな
状況でも的確な意思決定ができるよう、常識を疑う目を養います。

環境リスク管理

柴田 清教授

学
び
の
ポ
イ
ン
ト

「リスクとは何か」を知り、
学びの進め方を知る1年。

4分野の基礎を
横断的に学びます。

　リスクマネジメントの学修は「リスクとは何か」を理解するところか
ら始まります。教養科目や専門基礎科目では、知識を得るのと同
時に、学修方法を定着させ、大学での学びをスタートさせる基礎固
めをします。4年間の学びが社会でどう生きるのかを知るため、専
門科目も並行して進めます。

　プログラミングやデータ解析、会計や投資の仕組み、製品の
安全マネジメントなど、金融・情報・生産・生活の4分野の基
礎を横断的に学びます。4分野の社会的・技術的なメカニズム
を理解するとともに、それぞれどのようなリスクが潜むか考えを深
めていきます。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

科　目 1セメスター 2セメスター 3セメスター 4セメスター

教
養
科
目

人間理解 哲学　倫理学　言語表現論　文学と芸術　心理学　歴史と人間　異文化理解

社会理解

日本国憲法

法と社会　現代社会論

経済のしくみ　国際社会論

自然理解 科学技術史　環境科学概論

総合学際・発展科目
総合学際科目

教養発展セミナー

スポーツ・サイエンス スポーツ科学　集中スポーツ科学

コミュニケーション
スキル

読解のための英文法1　英文構造理解1 読解のための英文法2　英文構造理解2
科学英語講読　英語表現技術1

総合英語講読　英語表現技術2ドイツ語1　フランス語1　中国語1

ドイツ語2　フランス語2　中国語2

ドイツ語3　フランス語3　中国語3

自然科学基礎 教養の数学　教養の物理　教養の化学

キャリア教育 キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ キャリアデザインⅢ キャリアデザインⅣ

専
門
科
目

学
部
共
通
専
門
科
目

論理的理解の養成 基礎数学および演習 線形代数入門 オペレーションズリサーチ入門 データ解析入門　データマイニング入門

エンジニアズマインドの養成 コンピュータリテラシ 情報リテラシ　ベンチャービジネス論 科学技術者倫理　環境保護と法

社会システム科学の基礎 社会システム科学入門 企業の法的環境
社会システムと意思決定 ビジネスコミュニケーション

基礎科目 情報処理基礎および演習
リスク科学概論

コンピュータサイエンス入門
経済金融入門

プログラム言語基礎
環境リスク
確率論

ファイナンス概論

基幹科目 安全と安心の心理 リスク対策と保険　  ※グローバル・スタディーズⅠ
　　　　　　　　　※グローバル・スタディーズⅡ

知的財産権　経営管理論　会計システム
金融リスク論　情報リスクマネジメント
製品安全マネジメント

展開科目

発展科目

※カリキュラムは一部変更となる場合があります。 
 

1年次 2 年次
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統計解析手法を用いて
金融リスクを読み解きましょう。

　債券（利付債）は決められた期限まで持っていれば元本が返還
され、その間、定期的に支払われる利息分が利益になるという金
融商品です。ただ、社債の場合、期限までに会社が倒産してしま
うと最悪元本を丸々損してしまうというリスクも抱えています。リ
ターン狙いでリスクを負うか、リターンを捨ててリスク回避か。そ
の判断基準となるのが倒産確率という指標です。私たちは、債券
市場のデータを基に数学的なモデルをつくり、統計処理によって
倒産確率を推定する研究をしています。さらに、この研究で培っ
た統計処理技術をベースに投資をはじめさまざまな金融リスクの
評価やビッグデータの解析にも挑んでいます。

信用リスク評価、ファイナンス、統計学

安藤 雅和准教授

ケーススタディを通して
具体的手法を学びます。

卒業研究に取り組み、
関心のあるテーマを掘り下げます。

　身につけた4分野の基礎理論をもとに、ケーススタディに取り組
みます。リスクマネジメントに関する具体的な手法を身につけ、実践
的な力を磨きます。その一方で、データ解析など科学的手法も修め
ます。進みたい方向性を定めておき、研究室へ配属となります。

　これまでの総仕上げとなる卒業研究に取り組みます。関心のある
テーマに絞り、所属研究室の教員指導のもと、調査・研究し、卒
業論文を作成・発表します。その過程で、プレゼンテーションや文
書作成の能力も養います。

5セメスター 6セメスター 7セメスター 8セメスター

政治のしくみ

生命科学　地球科学

スポーツ特論

英会話1 英会話2

フィールドアクティビティ

現代技術論

安全システム工学　投資意思決定の数理
環境リスク分析　生活とリスク
社会心理学　データサイエンスおよび演習

サービスサイエンス入門
金融工学
コーポレートファイナンス
情報システム開発
サイバーリスクマネジメント

組織運営のリスクマネジメント　投資戦略と評価
技術開発リスクマネジメント
資源・エネルギーリスクマネジメント
産業・組織心理学
環境リスクマネジメントおよび演習
ヒューマンファクタのリスクおよび演習
リスクコミュニケーションおよび演習
生産システムおよび演習
金融・経営リスクマネジメント実験

情報技術社会論
防災および危機管理システム
投資シミュレーションおよび演習

ゼミナール1 ゼミナール2　課題研究 卒業研究

（赤文字：必修科目　緑文字：コース必修科目　青文字：指定科目　黒文字：選択科目）
※国際コースのみ履修可能

3年次 4 年次

TOPICS
国際コースとは?!
海外の経済事情・異文化を理解し、
コミュニケーション能力を高めて国
際社会で活躍できるグローバル人材
を育成します。このコースの履修者
は、2 年次前期に 3 週間、グアム大
学で講義やインターンシップ・海外
研修などに参加します。 グアム大学


